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活性汚泥法による排水処理施設に Waterkeeper を添加した効果と 

それに伴う省エネルギー効果 

理由 
 Waterkeeper （WK）を添加すると好気域以外に嫌気域の有用微生物，バクテリアも

活性化される。通常の活性汚泥法では有機物の分解を好気域の微生物およびバクテリ

アのみに受け持たせている。しかも活性汚泥槽の中は，激しいエアレーションにより

異常に増殖した微生物，バクテリアの生存競争による淘汰のために，自然界の微生物

群，バクテリア群とは異なったゆがんだ生態系となっている。 
  WK を添加することで，有機物の分解は，好気域だけでなく，嫌気域，粒子状懸濁

汚泥や（沈殿槽中の）堆積汚泥層中でも活発に行われる。つまり有機物分解を嫌気域，

粒子状懸濁汚泥や堆積汚泥層にも受け持たせることができる。それにより，好気域の

有機物分解を軽減できる。 
 活性汚泥槽に WK を添加する場合に，エアレーションを抑えて嫌気域を作ってやる

ことは好気域の有機物分解の軽減にきわめて有利であろう。 
 よってエアレーション量の削減で、エアレーションのための電気代が節約できるこ

とになるので，WK を添加する本技術(Waterkeeper Technology)は省エネルギーを実

現した技術にもなっています。 
 
まとめ 
１．好気域への効果 
  有用微生物，バクテリアの活性向上 → 酸素消費増大 
                           有機物分解促進 
             硝酸イオン，硫酸イオン，リン酸イオン生成促進 
     硫黄酸化菌の活性化 → 硫化水素消費促進 
     硝化菌の活性化 → 有機物分解促進，アンモニア消費促進，硝酸イオン生成促進 
   リン同化菌の活性化 → リン酸イオン消費促進 
  
  雑菌，腐敗菌の活性低下 → 酸素消費低下 
 
２．溶存酸素濃度０に近い領域への効果 
  脱窒菌の活性向上 → 硝酸イオンの消費促進，窒素ガスの生成促進 
            酸素消費なし 
 
３．嫌気域への効果 
 有用微生物，バクテリアの活性向上 → 酸素消費なし 

    有機物部分分解バクテリアの活性向上 → 有機物部分分解促進 
                                            二酸化炭素，メタン，アンモニア， 
                      硫化水素生成促進 
      光合成細菌の活性向上 
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          緑色および紅色イオウ細菌の活性向上 → 硫化水素の消費促進 
     紅色非イオウ細菌の活性向上 → 有機物消費促進 
 ただし，活性汚泥法では，激しいエアレーションにより嫌気域はほとんど存在しな

いので，WK がバッキ槽に入ってきても嫌気域への上記の効果は期待できない。WK
添加の下ではエアレーションを抑えて嫌気域を作ってやるのもよいと思われる。 
好気槽に懸濁した粒子状汚泥(MLSS)の中は嫌気状態が保たれるはずであるから下

記の（沈殿槽中の）堆積汚泥層への効果と同じ効果が期待できる。 
 
４．（沈殿槽中の）堆積汚泥層への効果 
 有用微生物，バクテリアの活性向上 → 酸素消費なし 
    嫌気性有機物部分分解バクテリアの活性向上 → 有機物部分分解促進 
                                               二酸化炭素，メタン，アンモニア， 
                         硫化水素生成促進 
 
実績 
下水処理場   
約３０％以上の節電が可能 

 
工場廃水処理施設 
約３０％以上の節電が可能 
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